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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素を含む液晶表示板組立体と、
　信号源から供給を受けた現在の映像信号Ｇｎ及び直前の映像信号Ｇｎ-１に従って前記
現在の映像信号を補正するものであって、前記直前の映像信号が前記現在の映像信号より
も大きくかつその差が所定の設定値よりも大きい場合であれば、前記現在の映像信号値以
上の値に前記現在の映像信号を補正し、前記直前の映像信号が前記現在の映像信号よりも
小さくかつその差が所定の設定値よりも大きい場合であれば、前記現在の映像信号値以上
の値に前記現在の映像信号を補正し、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が
所定の設定値以下であれば、前記補正された映像信号は前記現在の映像信号と同じとする
映像信号補正部、そして
　前記映像信号補正部からの前記補正された映像信号Ｇｎ’を、対応するデータ電圧に変
えて前記画素に供給するデータ駆動部を含む、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記現在の映像信号及び前記直前の映像信号は、上位ビット及び下位ビットを含み、前
記上位ビットは３ビットであり、前記下位ビットは５ビットである、請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項３】
　前記映像信号補正部は、
　前記現在の映像信号を記憶すると同時に、記憶していた前記直前の映像信号を出力する
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フレームメモリ、
　前記現在の映像信号の上位ビット及び前記フレームメモリからの前記直前の映像信号の
上位ビットによって当該変数の値を出力するルックアップテーブル、そして
　前記ルックアップテーブルからの前記変数、前記現在の映像信号の下位ビット、及び前
記フレームメモリからの前記直前の映像信号の下位ビットを演算して、前記補正映像信号
を生成する演算器を含む、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記現在の映像信号の下位ビット及び前記直前の映像信号の下位ビットが全て“０”で
ある場合、補正映像信号が予め決定されており、前記変数の値は前記予め決定された補正
映像信号によって決定される、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記変数はｆ、ｐ、ｑ、ｒを含み、
　前記変数ｆは前記予め決定された補正映像信号と同じであり、
　前記現在の映像信号の上位ビットがＧｎ[７:５」であり、前記直前の映像信号の上位ビ
ットがＧｎ-１[７:５]である時、
ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝Ｇｎ’（Ｇｎ[７:５]×２５、Ｇｎ－１[７:５]×
２５）、
ｐ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（
Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）、
ｑ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ

[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]＋１）、
ｒ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ－１[７:５]＋１）＋
ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（
Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]＋１）
である、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記変数ｆは符号のない８ビットデータであり、前記変数ｐ、ｑ、及びｒは符号のある
８ビットデータである、請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記直前の映像信号の上位ビットが前記現在の映像信号の上位ビットより大きければ、
前記現在の映像信号値以上の値に前記変数ｆの値を決定する、請求項６に記載の液晶表示
装置。
【請求項８】
　前記直前の映像信号の上位ビットが前記現在の映像信号の上位ビットよりも小さければ
、前記現在の映像信号値以上の値に前記変数ｆの値を決定する、請求項７に記載の液晶表
示装置。
【請求項９】
　前記現在の映像信号の下位ビットがＧｎ[４:０」であり、前記直前の映像信号の下位ビ
ットがＧｎ-１[４:０]である時、
前記補正映像信号は、
Ｇｎ’=ｆ＋ｐ×Ｇｎ[４:０]/２５―ｑ×Ｇｎ－１[４:０]/２５＋ｒ×Ｇｎ[４:０]×Ｇｎ

－１[４:０]/２１０

である、請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記液晶表示板組立体は、垂直配向（ＶＡ）方式である、請求項９に記載の液晶表示装
置。
【請求項１１】
　前記液晶表示板組立体は、パターン化された垂直配向（ＰＶＡ）方式である、請求項９
に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
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　直前の映像信号及び現在の映像信号に従って前記現在の映像信号を補正する液晶表示装
置の映像信号補正方法であって、
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号よりも大きくかつその差が所定の設定値より
も大きい場合であれば、前記現在の映像信号値以上の値に前記現在の映像信号を補正し、
前記直前の映像信号が前記現在の映像信号よりも小さくかつその差が所定の設定値よりも
大きい場合であれば、前記現在の映像信号値以上の値に前記現在の映像信号を補正し、前
記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が所定の設定値以下であれば、前記現在の
映像信号を補正しない段階を含む、液晶表示装置の映像信号補正方法。
【請求項１３】
　前記現在の映像信号及び前記直前の映像信号は、上位ビット及び下位ビットを含み、前
記上位ビットは３ビットであり、前記下位ビットは５ビットである、請求項１２に記載の
液晶表示装置の映像信号補正方法。
【請求項１４】
　前記補正段階は、
　前記現在の映像信号の上位ビット及び前記直前の映像信号の上位ビットによって当該変
数の値を出力する段階、そして
　前記変数、前記現在の映像信号の下位ビット、及び前記直前の映像信号の下位ビットを
演算して、前記現在の映像信号を補正する段階を含む、請求項１３に記載の液晶表示装置
の映像信号補正方法。
【請求項１５】
　前記現在の映像信号の下位ビット及び前記直前の映像信号の下位ビットが全て“０”で
ある場合、補正映像信号が予め決定されており、前記変数の値は前記予め決定された補正
映像信号によって決定される、請求項１４に記載の液晶表示装置の映像信号補正方法。
【請求項１６】
　前記変数はｆ、ｐ、ｑ、ｒを含み、
　前記変数ｆは前記予め決定された補正映像信号と同じあり、
　前記現在の映像信号の上位ビットがＧｎ[７:５」であり、前記直前の映像信号の上位ビ
ットがＧｎ－１[７:５]である時、
ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝Ｇｎ’（Ｇｎ[７:５]×２５、Ｇｎ－１[７:５]×
２５）、
ｐ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（
Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）、
ｑ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ

[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]＋１）、
ｒ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ－１[７:５]＋１）＋
ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（
Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]＋１）
である、請求項１５に記載の液晶表示装置の映像信号補正方法。
【請求項１７】
　前記変数ｆは符号のない８ビットデータであり、前記変数ｐ、ｑ、及びｒは符号のある
８ビットデータである、請求項１６に記載の液晶表示装置の映像信号補正方法。
【請求項１８】
　前記現在の映像信号の下位ビットがＧｎ[４:０」であり、前記直前の映像信号の下位ビ
ットがＧｎ-１[４:０]である時、
　前記現在の映像信号は、
Ｇｎ’=ｆ＋ｐ×Ｇｎ[４:０]/２５―ｑ×Ｇｎ-１[４:０]/２５＋ｒ×Ｇｎ[４:０]×Ｇｎ-

１[４:０]/２１０

に補正される、請求項１７に記載の液晶表示装置の映像信号補正方法。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は液晶表示装置（ＬＣＤ）及びその映像信号補正方法に関し、より詳しくは、信
号源からの映像信号を補正する液晶表示装置及びその映像信号補正方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な液晶表示装置は、二つの表示板とその間に充填されている誘電率異方性を有す
る液晶層とを含む。液晶層に電界を印加し、この電界の強さを調節して液晶層を通過する
光の透過率を調節することによって、所望の画像を得る。このような液晶表示装置は、携
帯が簡便な平板表示装置（ＦＰＤ）の代表的なものであり、その中でも薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）をスイッチング素子に利用したＴＦＴ-ＬＣＤが主に利用されている。
【０００３】
　このようなＴＦＴ-ＬＣＤは、コンピュータの表示装置だけでなく、テレビの表示画面
にも広く使用されており、動画を実現する必要性が高まっている。ところが、従来のＴＦ
Ｔ-ＬＣＤは、液晶分子の応答速度が遅いため、動画の実現が難しい短所がある。液晶分
子の応答速度が遅いため、液晶蓄電器に充電される電圧が目標電圧、即ち所望の輝度が得
られる電圧にまで到達するのにある程度の時間を要する。この時間は、液晶蓄電器に直前
に充電された電圧との差によって変わる。例えば、目標電圧と直前の電圧との差が大きい
場合には、初めに目標電圧だけを印加した場合、スイッチング素子がターンオンされてい
る間に目標電圧に到達できないこともある。
【０００４】
　液晶分子の物性的な変化無く駆動的な方法で液晶分子の応答速度を改善するために、Ｄ
ＣＣ（dynamic capacitance compensation）方式が提案された。即ち、ＤＣＣ方式は、液
晶蓄電器の両端にかかる電圧が大きいほど充電速度が速くなることを利用したものである
。当該画素に印加されるデータ電圧（実際にはデータ電圧と共通電圧との差であるが、便
宜上、共通電圧を０とする）を目標電圧よりも高くして、液晶蓄電器に充電される電圧が
目標電圧にまで到達するのに所要される時間を短縮する。
【０００５】
　ところが、ＤＣＣ方式では、映像信号の補正に必要なパラメータを記憶するルックアッ
プテーブル（lookup table）が必要であり、ルックアップテーブルが大きくなるほど、制
御ボードの実装面積も同時に大きくなるという問題がある。
【０００６】
　一方、コンピュータで設計するＣＡＤプログラムが実行される画面で、ワイヤーフレー
ム（wire frame）を表現する画面がある。ワイヤーフレームは、図１に示したように、ヤ
カン形状のような３次元の物体の形状を線分の集合で表現したものである。しかし、この
ような画面で、ワイヤーフレームで表現された物体を左右に移動させたり、ズームイン/
アウトを実行すると、フリッカー（flicker）現象が発生する。このような現象をワイヤ
ーフレームフリッカー現象というが、特にパターン化された垂直配向（ＰＶＡ）パネルで
その現象が激しく発生する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の技術的課題は、液晶分子の応答速度を改善し、ルックアップテーブルの大きさ
を小さくすることができるように映像信号を補正する、液晶表示装置及びその映像信号補
正方法を提供することにある。
【０００８】
　本発明の他の技術的課題は、液晶分子の応答速度を改善し、ワイヤーフレームフリッカ
ー現象を防止することができるように映像信号を補正する、液晶表示装置及びその映像信
号補正方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
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　このような技術的課題を解決するための本発明の一実施例による液晶表示装置は、複数
の画素を含む液晶表示板組立体、信号源から供給を受けた現在の映像信号Ｇｎ及び直前の
映像信号Ｇｎ－１に従って前記現在の映像信号を補正するものであって、前記直前の映像
信号が前記現在の映像信号よりも大きければ、前記現在の映像信号以上の値に前記現在の
映像信号を補正する映像信号補正部、そして前記映像信号補正部からの前記補正された映
像信号Ｇｎ’を、対応する画像信号に変えて前記画素に供給するデータ駆動部を含む。
【００１０】
　直前の映像信号が現在の映像信号よりも大きい場合、現在の映像信号値以上の値に現在
の映像信号を補正するので下降時間が長くなる。特に、輝度変動に対する上昇時間及び下
降時間が同一であるように、変数ｆの値を設定すれば、ワイヤーフレームフリッカー現象
を防止することができる。
【００１１】
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号よりも小さければ、前記現在の映像信号値以
上の値に前記現在の映像信号を補正するのが好ましい。
【００１２】
　現在の映像信号が直前の映像信号よりも大きければ、応答速度を向上させるために、現
在の映像信号値以上の値に現在の映像信号を補正する。
【００１３】
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が所定の設定値以下であれば、前記補
正された映像信号は現在の映像信号と同じであるのが好ましい。
【００１４】
　前記現在の映像信号及び前記直前の映像信号は、上位ビット及び下位ビットを含み、前
記上位ビットは３ビットであり、前記下位ビットは５ビットであるのが好ましい。
【００１５】
　前記映像信号補正部は、前記現在の映像信号を記憶すると同時に、記憶していた直前の
映像信号を出力するフレームメモリ、前記現在の映像信号の上位ビット及び前記フレーム
メモリからの直前の映像信号の上位ビットによって当該変数の値を出力するルックアップ
テーブル、そして前記ルックアップテーブルからの前記変数、前記現在の映像信号の下位
ビット、及び前記フレームメモリからの直前の映像信号の下位ビットを演算して、前記補
正映像信号を生成する演算器を含むことができる。
【００１６】
　前記現在の映像信号の下位ビット及び直前の映像信号の下位ビットが全て“０”である
場合、補正映像信号が予め決定されており、前記変数の値は前記予め決定された補正映像
信号によって決定されるのが好ましい。
【００１７】
　現在の映像信号の下位ビット及び直前の映像信号の下位ビットが全て“０”となる点を
基準とすると、他の点に対しては、補間法を適用して補正映像信号を決定することができ
る。このような補正映像信号を決定することで、直前の映像信号に対する階調が表示され
た直前のフレームから現在の映像信号に対する階調が表示される現在のフレームへ画面が
変わる時に、現在の映像信号に対する階調が現在のフレームに遅延なく表示することがで
きる。
【００１８】
　前記変数はｆ、ｐ、ｑ、ｒを含み、前記変数ｆは前記予め決定された補正映像信号と同
じであり、前記現在の映像信号の上位ビットがＧｎ[７:５」であり、前記直前の映像信号
のビットがＧｎ－１[７:５]である時、
ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）＝Ｇｎ’（Ｇｎ[７:５]×２５、Ｇｎ-１[７:５]×２
５）、
ｐ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ-１[７:５]）－ｆ（Ｇ

ｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）、
ｑ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ[
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７:５]、Ｇｎ-１[７:５]＋１）、
ｒ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ-１[７:５]＋１＋ｆ（
Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ-１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ[
７:５]、Ｇｎ-１[７:５]＋１）
であるのが好ましい。
【００１９】
　前記変数ｆは符号のない８ビットデータであり、前記変数ｐ、ｑ、及びｒは符号のある
８ビットデータであるのが好ましい。
【００２０】
　前記直前の映像信号の上位ビットが前記現在の映像信号の上位ビットよりも大きければ
、前記現在の映像信号値以上の値に前記変数ｆの値を決定するのが好ましい。
【００２１】
　前記直前の映像信号の上位ビットが前記現在の映像信号の上位ビットよりも小さければ
、前記現在の映像信号値以上の値に前記変数ｆの値を決定するのが好ましい。
【００２２】
　前記現在の映像信号の下位ビットがＧｎ[４:０」であり、前記直前の映像信号の下位ビ
ットがＧｎ-１[４:０]である時、前記補正映像信号は、
Ｇｎ’=ｆ＋ｐ×Ｇｎ[４:０]/２５―ｑ×Ｇｎ-１[４:０]/２５＋ｒ×Ｇｎ[４:０]×Ｇｎ-

１[４:０]/２１０

であるのが好ましい。
【００２３】
　前記液晶表示板組立体は、垂直配向（ＶＡ）方式であることができる。前記液晶表示板
組立体は、パターン化された垂直配向（ＰＶＡ）方式であることもできる。液晶表示装置
で、一般的に下降時間が上昇時間に比べて一般に短い。特に、液晶表示板組立体が垂直配
向方式であったり、パターン化された垂直配向（ＰＶＡ）方式である場合には、ますます
その傾向が顕著である。この本発明を適用することで、上昇時間及び下降時間を同一に調
整することができ、ワイヤーフレームフリッカー現象を低減することができる。
【００２４】
　本発明の他の実施例による直前の映像信号及び現在の映像信号に従って前記現在の映像
信号を補正する液晶表示装置の映像信号補正方法は、前記直前の映像信号が前記現在の映
像信号より大きければ、前記現在の映像信号値以上の値に前記現在の映像信号を補正する
ものであって、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が所定の設定値以下であ
れば、前記現在の映像信号を補正しない段階を含む。　
【００２５】
　前記現在の映像信号及び前記直前の映像信号は、上位ビット及び下位ビットを含み、前
記上位ビットは３ビットであり、前記下位ビットは５ビットであるのが好ましい。
【００２６】
　直前の映像信号及び現在の映像信号の上位ビットの３ビットを基準にしてルックアップ
テーブルを作成し、変数ｆは符号のない８ビットデータ、変数ｐ、ｑ、及びｒは符号のあ
る８ビットデータを割当てると、各区域毎に変数に割当られたデータ量は全て３２ビット
となる。したがって、ルックアップテーブル６４１が記憶する全データ量は８×８×３２
＝２，０４８ビットである。ルックアップテーブル６４１が記憶するデータ量は、４ビッ
トを基準に映像信号を補正する方法におけるルックアップテーブルが記憶するデータ量に
比べて１／３水準になる。
【００２７】
　また、変数ｆは符号のない（unsigned）８ビットデータ、変数ｐ、ｑ、及びｒは符号の
ある（signed）８ビットデータを割当てる。このように、変数に十分に大きなビット数の
データを割当てると、実験または上記式によって求めた変数の値を制約なくルックアップ
テーブルに記憶させることができる。これによって最適に補正された映像信号を算出する
ことができる。
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【００２８】
　さらに、３ビットを基準にして変数ｆの値を求めれば、区域全体の数である８×８＝６
４回の実験だけですむので、時間と労力を節減することができる。
【００２９】
　前記補正段階は、前記現在の映像信号の上位ビット及び前記直前の映像信号の上位ビッ
トによって当該変数の値を出力する段階、そして前記変数、前記現在の映像信号の下位ビ
ット、及び前記直前の映像信号の下位ビットを演算して、前記現在の映像信号を補正する
段階を含むことができる。
【００３０】
　前記現在の映像信号の下位ビット及び直前の映像信号の下位ビットが全て“０”である
場合、補正映像信号が予め決定されており、前記変数の値は前記予め決定された補正映像
信号によって決定されるのが好ましい。
【００３１】
　前記変数はｆ、ｐ、ｑ、ｒを含み、前記変数ｆは前記予め決定された補正映像信号と同
じであり、前記現在の映像信号の上位ビットがＧｎ[７:５」であり、前記直前の映像信号
の上位ビットがＧｎ－１[７:５]である時、
ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）＝Ｇｎ’（Ｇｎ[７:５]×２５、Ｇｎ-１[７:５]×２
５）、
ｐ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ-１[７:５]）－ｆ（Ｇ

ｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）、
ｑ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ[
７:５]、Ｇｎ-１[７:５]＋１）、
ｒ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ-１[７:５]＋１＋ｆ（
Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ-１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ[
７:５]、Ｇｎ-１[７:５]＋１）
であるのが好ましい。
【００３２】
　前記変数ｆは符号のない８ビットデータであり、前記変数ｐ、ｑ、及びｒは符号のある
８ビットデータであるのが好ましい。
【００３３】
　このように、変数に十分に大きなビット数のデータを割当てると、実験または上記式に
よって求めた変数の値を制約なくルックアップテーブルに記憶させることができる。これ
によって最適に補正された映像信号を算出することができる。
【００３４】
　前記現在の映像信号の下位ビットがＧｎ[４:０」であり、前記直前の映像信号の下位ビ
ットがＧｎ-１[４:０]である時、前記現在の映像信号は、
Ｇｎ’=ｆ＋ｐ×Ｇｎ[４:０]/２５―ｑ×Ｇｎ-１[４:０]/２５＋ｒ×Ｇｎ[４:０]×Ｇｎ-

１[４:０]/２１０

に補正されるのが好ましい。
【発明の効果】
【００３５】
　このように、直前の映像信号が現在の映像信号よりも大きければ、現在の映像信号値以
上に現在の映像信号を補正することによって、ワイヤーフレームフリッカー現象を防止す
ることができる。また、映像信号の上位３ビットを基準にして変数に８ビットデータを割
当てて映像信号を補正することによって、ルックアップテーブルの大きさを小さくするこ
とができ、最適に補正された映像信号を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、添付した図面を参照して、本発明の実施例に対して、本発明が属する技術分野に
おける通常の知識を有する者が容易に実施することができるように詳細に説明する。しか
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し、本発明は多様な形態で実現することができ、ここで説明する実施例に限定されない。
【００３７】
　図面は、各種層及び領域を明確に表現するために、厚さを拡大して示している。明細書
全体を通じて類似した部分については同一な図面符号を付けている。層、膜、領域、板な
どの部分が他の部分の“上に”あるとする時、これは他の部分の“すぐ上に”ある場合に
限らず、その中間に更に他の部分がある場合も含む。逆に、ある部分が他の部分の“すぐ
上に”あるとする時、これは中間に他の部分がない場合を意味する。
【００３８】
　以下、本発明の実施例による液晶表示装置及びその映像信号補正方法について、図面を
参考にして詳細に説明する。
【００３９】
　図２は本発明の一実施例による液晶表示装置のブロック図であり、図３は本発明の一実
施例による液晶表示装置の一画素の等価回路図である。
【００４０】
　図２に示したように、本発明の一実施例による液晶表示装置は、液晶表示板組立体３０
０、前記液晶表示板組立体に連結されたゲート駆動部４００、データ駆動部５００、デー
タ駆動部５００に連結された階調電圧生成部８００、そしてこれらを制御する信号制御部
６００を含む。
【００４１】
　液晶表示板組立体３００は、等価回路から見れば、複数の表示信号線Ｇ１-Ｇｎ、Ｄ１-
Ｄｍと、これに連結されてほぼ行列状に配列された複数の画素とを含む。
【００４２】
　表示信号線Ｇ１-Ｇｎ、Ｄ１-Ｄｍは、ゲート信号（走査信号ともいう）を伝達する複数
のゲート線Ｇ１-Ｇｎと、データ信号を伝達するデータ信号線またはデータ線Ｄ１-Ｄｍを
含む。ゲート線Ｇ１-Ｇｎはほぼ行方向にのびて互いにほぼ平行であり、データ線Ｄ１-Ｄ

ｍはほぼ列方向にのびて互いにほぼ平行である。
【００４３】
　各画素は、表示信号線Ｇ１-Ｇｎ、Ｄ１-Ｄｍに連結されたスイッチング素子（Ｑ）と、
これに連結された液晶蓄電器（ＣＬＣ）及び維持蓄電器（ＣＳＴ）とを含む。維持蓄電器
（ＣＳＴ）は必要に応じて省略することができる。
【００４４】
　スイッチング素子（Ｑ）は、下部表示板１００に備えられ、三端子素子であって、その
制御端子及び入力端子は、各々ゲート線Ｇ１-Ｇｎ及びデータ線Ｄ１-Ｄｍに連結されてお
り、出力端子は液晶蓄電器（ＣＬＣ）及び維持蓄電器（ＣＳＴ）に連結されている。
【００４５】
　液晶蓄電器（ＣＬＣ）は、下部表示板１００の画素電極１９０及び上部表示板２００の
共通電極２７０を二つの端子とし、二つの電極１９０、２７０間の液晶層３は誘電体とし
て機能する。画素電極１９０はスイッチング素子（Ｑ）に連結され、共通電極２７０は上
部表示板２００の全面に形成されて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）の印加を受ける。図３とは異
なって、共通電極２７０が下部表示板１００に備えられる場合もあり、この時には二つの
電極１９０、２７０が全て線状または棒型に形成される。例えば、画素電極１９０及び共
通電極２７０が互いに櫛歯状に形成される。
【００４６】
　維持蓄電器（ＣＳＴ）は、下部表示板１００に備えられた別個の信号線（図示せず）と
画素電極１９０とが重なって形成され、前記別個の信号線には共通電圧（Ｖｃｏｍ）など
の予め決定された電圧が印加される。しかし、維持蓄電器（ＣＳＴ）は、画素電極１９０
が絶縁体を介してすぐ上の前段ゲート線と重なって形成される。
【００４７】
　一方、色表示を実現するためには、各画素が色相を表示することができなければならな
いが、これは画素電極１９０に対応する領域に赤色、緑色、または青色の色フィルター２
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３０を設けることによって可能である。図３で、色フィルター２３０は上部表示板２００
の当該領域に形成されているが、これとは異なって、下部表示板１００の画素電極１９０
上あるいは下に形成することもできる。
【００４８】
　液晶表示板組立体３００の二つの表示板１００、２００のうちの少なくとも一つの外側
面には、光を偏光させる偏光子（図示せず）が付着されている。
【００４９】
　階調電圧生成部８００は、画素の透過率に関する二組の複数の階調電圧を生成する。そ
のうちの一組は共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対して正の値を有し、もう一組は負の値を有する
。
ゲート駆動部４００は、液晶表示板組立体３００のゲート線Ｇ１-Ｇｎに連結されて、外
部からのゲートオン電圧（Ｖｏｎ）及びゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）の組み合わせからな
るゲート信号をゲート線Ｇ１-Ｇｎに印加し、通常複数の集積回路に形成される。
データ駆動部５００は、液晶表示板組立体３００のデータ線Ｄ１-Ｄｍに連結されて、階
調電圧生成部８００からの階調電圧を選択してデータ信号として画素に印加し、通常複数
の集積回路に形成される。
【００５０】
　複数のゲート駆動集積回路またはデータ駆動集積回路は、ＴＣＰ（tape carrier packa
ge）（図示せず）に実装してＴＣＰを液晶表示板組立体３００に付着することも、ＴＣＰ
を使用せずにガラス基板上に直接付着することもでき（chip on glass、ＣＯＧ実装方式
）、これらの集積回路と同様な機能をする回路を液晶表示板組立体３００に直接実装する
こともできる。
【００５１】
　信号制御部６００は、ゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００などの動作を制御す
る制御信号を生成し、各該当する制御信号をゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００
に提供する。
【００５２】
　以下、このような液晶表示装置の表示動作について、さらに詳細に説明する。
【００５３】
　信号制御部６００は、外部のグラフィック制御機（図示せず）からＲＧＢ映像信号（Ｒ
、Ｇ、Ｂ）及びその表示を制御する入力制御信号、例えば垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）と
水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、メーンクロック信号（ＭＣＬＫ）、データイネーブル信号
（ＤＥ）などの提供を受ける。信号制御部６００は、入力映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及び入
力制御信号に基づいて映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を液晶表示板組立体３００の動作条件に合
うように適切に処理して、ゲート制御信号ＣＯＮＴ１及びデータ制御信号ＣＯＮＴ２など
を生成した後、ゲート制御信号ＣＯＮＴ１をゲート駆動部４００に送り、データ制御信号
ＣＯＮＴ２及び処理した映像信号（Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’）をデータ駆動部５００に送る。信
号制御部６００における映像信号処理方法については、後で詳細に説明する。
【００５４】
　ゲート制御信号ＣＯＮＴ１は、ゲートオンパルス（ゲート信号のハイ区間）の出力開始
を指示する垂直同期開始信号（ＳＴＶ）、ゲートオンパルスの出力時期を制御するゲート
クロック信号（ＣＰＶ）、及びゲートオンパルスの幅を限定する出力イネーブル信号（Ｏ
Ｅ）などを含む。
【００５５】
　データ制御信号ＣＯＮＴ２は、映像データ（Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’）の入力開始を指示する
水平同期開始信号（ＳＴＨ）、データ線Ｄ１-Ｄｍに当該データ電圧の印加を指示するロ
ード信号（ＬＯＡＤ）、共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対するデータ電圧の極性（以下、“共通
電圧に対するデータ電圧の極性”を略して“データ電圧の極性”という）を反転させる反
転信号（ＲＶＳ）、及びデータクロック信号（ＨＣＬＫ）などを含む。
【００５６】
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　データ駆動部５００は、信号制御部６００からのデータ制御信号ＣＯＮＴ２によって一
行の画素に対応する映像データ（Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’）を順に受信し、階調電圧生成部８０
０からの階調電圧のうちの各映像データ（Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’）に対応する階調電圧を選択
することによって、映像データ（Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’）を当該データ電圧に変換する。
【００５７】
　ゲート駆動部４００は、信号制御部６００からのゲート制御信号ＣＯＮＴ１によってゲ
ートオン電圧（Ｖｏｎ）をゲート線Ｇ１-Ｇｎに印加し、前記ゲート線Ｇ１-Ｇｎに連結さ
れたスイッチング素子（Ｑ）をターンオンさせる。
【００５８】
　一つのゲート線Ｇ１-Ｇｎにゲートオン電圧（Ｖｏｎ）が印加されて、これに連結され
た一行のスイッチング素子（Ｑ）がターンオンされている間（この期間を“１Ｈ”または
“１水平周期”といい、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、データイネーブル信号（ＤＥ）、
ゲートクロック（ＣＰＶ）の一周期と同じである）、データ駆動部５００は、各データ電
圧を当該データ線Ｄ１-Ｄｍに供給する。データ線Ｄ１-Ｄｍに供給されたデータ電圧は、
ターンオンされたスイッチング素子（Ｑ）を通じて当該画素に印加される。
【００５９】
　このような方式で、１フレーム期間の間に全てのゲート線Ｇ１-Ｇｎに対して順にゲー
トオン電圧（Ｖｏｎ）を印加して、全ての画素にデータ電圧を印加する。１フレームが終
われば次のフレームが開始され、各画素に印加されるデータ電圧の極性が直前のフレーム
の極性と逆になるように、データ駆動部５００に印加される反転信号（ＲＶＳ）の状態が
制御される（フレーム反転）。この時、１フレーム内でも反転信号（ＲＶＳ）の特性によ
って一つのデータ線を通じて流れるデータ電圧の極性が変わったり（ライン反転）、一つ
の画素行に印加されるデータ電圧の極性も互いに異なることがある（ドット反転）。
【００６０】
　本発明の実施例による信号制御部６００における映像信号処理は、液晶分子の応答速度
を改善しながら、ワイヤーフレームフリッカー現象を防止することができるように、直前
のフレームの映像信号（以下、直前の映像信号という）と現在のフレームの映像信号（以
下、現在の映像信号という）とに基づいて補正された映像信号を作り出すものである。特
に、直前の映像信号が現在の映像信号よりも大きければ、現在の映像信号値以上に現在の
映像信号を補正する。
【００６１】
　本発明の実施例では、直前の映像信号及び現在の映像信号の上位ビット（ＭＳＢ）の値
を用いて、１次的に演算に必要な変数を決定した後、直前の映像信号及び現在の映像信号
の下位ビット（ＬＳＢ）値、及び決定された変数を用いて、補正された映像信号を算出す
る。
【００６２】
　このような過程を、図４を参照して具体的に説明する。
【００６３】
　本発明の実施例で、映像信号は８ビット、映像信号の上位ビット（ＭＳＢ）は３ビット
、映像信号の下位ビット（ＬＳＢ）は５ビットであると仮定する。これで表すことができ
る階調数は２８=２５６となる。このように、映像信号の上位ビットを下位ビットよりも
小さくすると、直前の映像信号及び現在の映像信号の上位ビットによって変数を記憶する
ルックアップテーブルのサイズを小さくすることができるが、これについては後で説明す
る。
【００６４】
　ｎ番目のフレームの映像信号Ｇｎ（便宜上、現在の映像信号という）を縦軸で示し、ｎ
－１番目のフレームの映像信号Ｇｎ-１（便宜上、直前の映像信号という）を横軸で示す
と、図４のようになる。　
【００６５】
　階調数が２５６個であるので、直前の映像信号Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇｎの組み
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合わせは、２５６×２５６=６５，５３６個になる。
【００６６】
　このように多数の組み合わせ各々に対して個別に補正映像信号を決定し、これに合せた
補正映像信号を作り出すことは、時間的、空間的な負担になるので、適切なグループに分
離して処理する。
【００６７】
　本発明の実施例では、直前の映像信号Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇｎの上位ビット（
ＭＳＢ）の３ビットの値を基準にして区域を分けており、その区域は横×縦＝８×８区域
に分けられ、図４のように、実線で区画された正方形領域などである。区域の境界に存在
する点は、直前の映像信号Ｇｎ-１または現在の映像信号Ｇｎの下位ビット（ＬＳＢ）が
０である点である。直前の映像信号及び現在の映像信号の全てに対して各区域内にある点
のＭＳＢは全て同じであり、図４中、左側辺及び上側辺上に位置する点も区域内の点と同
一のＭＳＢを有する。ただし、右側辺及び下側辺上にある点のＭＳＢは区域内の点のＭＳ
Ｂと異なる。（したがって、以下で区域とは、区域内と左側辺及び右側辺上の点も含めて
称するものとする）例えば、Ａ区域の点の直前の映像信号Ｇｎ-１のＭＳＢ（以下、直前
のＭＳＢといい、Ｇｎ-１[７:５]で表示する）は全て“１００”であり、現在の映像信号
ＧｎのＭＳＢ（以下、現在のＭＳＢといい、Ｇｎ[７:５」で表示する）は全て“０１０”
である。
【００６８】
　本実施例では、まず、区域を定義する頂点、即ち直前の映像信号及び現在の映像信号Ｇ

ｎ-１、Ｇｎの下位ビット（ＬＳＢ）が全て０である点に対して補正映像信号を決定する
。　このような点に対する補正映像信号は、実験によって決定するが、現在の映像信号に
対する階調が次のフレームで表示されるようにする補正映像信号を決定する。即ち、直前
の映像信号に対する階調が表示された直前のフレームから現在の映像信号に対する階調が
表示される現在のフレームへ画面が変わる時に、現在の映像信号に対する階調が現在のフ
レームに遅延なく表示されるようにする補正映像信号を実験によって決定する。このよう
な補正映像信号に関する一例を表１に示した。
【００６９】

【表１】

　他の点に対しては、補間法を適用して補正映像信号を決定する。ある区域の点に対して
補間法を適用する際に、その区域を定義する四つの頂点の補正映像信号を基準に適用する
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。この四つの点の座標を式で表すと、
第１点＝（Ｇｎ[７:５]×２５、Ｇｎ-１[７:５]×２５）、
第２点＝（（Ｇｎ[７:５]＋１）×２５、Ｇｎ-１[７:５]×２５）、
第３点＝（Ｇｎ[７:５]×２５、（Ｇｎ-１[７:５]＋１）×２５）、
第４点＝（（Ｇｎ[７:５]＋１）×２５、（Ｇｎ-１[７:５]＋１）×２５）
である。
【００７０】
　各区域の点に対して四つの点を基準に補間法を適用する理由は、例えば第１点と第２点
、または第１点と第３点を基準に補間した場合、区域境界付近で補正映像信号が不連続的
になるためである。本実施例のように、その区域を決定する四つの点を基準に補間すれば
、区域境界付近における不連続が生じなくなる。
【００７１】
　しかし、直前の階調と現在の階調との差が小さいのに補正を行うことで階調の差が大き
くなることがある。特に、直前の映像信号Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇｎが同一な部分
（図４の対角線（Ｂ）部分）は、一般に停止画像（still image）を示す部分であって、
補正された直前の映像信号と補正された現在の映像信号との間に生じる差が極めて小さな
差であっても、画像に多くのノイズが発生したように見える。
【００７２】
　また、例えば、図４で対角線（Ｂ）と点線（Ｃ）との間の領域のように、直前の映像信
号Ｇｎ-１と現在の映像信号Ｇｎとの差が大きくない部分があるが、このような差は、画
像が実際に変化したからではなく、かえってノイズによるものである可能性が高いので、
補正を行って階調の変化に速かに対応するよりも、補正を行わずにそのままにして階調の
変化量が小さくなるようにする。
【００７３】
　このような原理で決定される本発明の実施例の補正映像信号を、次の式で表す。
【００７４】
　ｘは映像信号のＭＳＢのビット数であり、ｙは映像信号のＬＳＢのビット数である時、
補正された映像信号をＧｎ’とすれば、補正された映像信号Ｇｎ’は、下記式（１）のよ
うに表される。
Ｇｎ’＝ｆ＋ｐ×Ｇｎ[ｙ-１:０]/２ｙ－ｑ×Ｇｎ－１[ｙ-１:０]／２ｙ＋ｒ×Ｇｎ[ｙ-
１:０]×Ｇｎ－１[ｙ-１:０]／２２ｙ　　　・・・（１）
　ここで、ｆはその区域の左上頂点に該当する場合の補正映像信号である。即ち、下記式
（２）のように表される。
ｆ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]）
＝Ｇｎ’（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]×２ｙ、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]×２ｙ）　　　・・・（２
）
　ｐは左下頂点の補正映像信号から左上頂点の補正映像信号を引いた値である。即ち、下
記式（３）のように表される。
ｐ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]）＝ｆ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]＋１、Ｇｎ

－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]）－ｆ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]）　　　・・・
（３）
　また、ｑは左上頂点の補正映像信号から右上頂点の補正映像信号を引いた値である。即
ち、下記式（４）のように表される。
ｑ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]）＝ｆ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]、Ｇｎ－１[
ｘ+ｙ-１:ｙ]）－ｆ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]＋１）　　　・・・（
４）
　ｒは左上頂点の補正映像信号と右下頂点の補正映像信号とを足した値から左下頂点の補
正映像信号と右上頂点の補正映像信号とを引いた値である。即ち、下記式（５）のように
表される。
ｒ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]）
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＝ｆ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]＋１、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]＋１）
＋ｆ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]）
－ｆ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]＋１、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]）
－ｆ（Ｇｎ[ｘ+ｙ-１:ｙ]、Ｇｎ－１[ｘ+ｙ-１:ｙ]＋１）　　　・・・（５）
である。
【００７５】
　直前の映像信号Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇｎがほぼ同じである地点、即ち図４で対
角線（Ｂ）及び点線（Ｃ）で囲まれた地点、例えば｜Ｇｎ-Ｇｎ-１｜≦α（αは予め決定
された定数）である地点に対しては、下記式（６）のように表される。
Ｇｎ’＝Ｇｎ　　　・・・（６）
　本発明の実施例で、直前の映像信号が現在の映像信号よりも大きい場合、即ち映像信号
が高い階調から低い階調に変わる場合、現在の映像信号値以上に現在の映像信号を補正す
るために、直前の映像信号の上位ビットが現在の映像信号の上位ビットよりも大きい区域
（図４の斜線区域）に対して予め決定される補正映像信号、即ち変数ｆの値を現在の映像
信号値以上の値にする。その一例を表２に示した。このような場合に、式（１）によって
算出される補正された映像信号Ｇｎ’は、常に現在の映像信号値以上の値になる。即ち、
このような区域の点に対して式（１）の補間法を適用すれば、その区域を定義する四つの
頂点の補正映像信号を基準にして補正された映像信号Ｇｎ’が算出されるが、四つの頂点
の補正映像信号が全て現在の映像信号値以上の値であり、区域内の補正された映像信号Ｇ

ｎ’は連続する値を有するので、補正された映像信号Ｇｎ’は現在の映像信号値以上にな
る。補正された映像信号Ｇｎ’が現在の映像信号値以上になるというのは、現在の映像信
号に対応する階調よりも高い階調に該当する映像信号に現在の映像信号を補正することを
意味する。
【００７６】
　図５ａは表１による補正された映像信号の応答波形図であり、図５ｂは表２による補正
された映像信号の応答波形図である。
【００７７】
　図５ａ及び図５ｂは、映像信号“０”が入力されて安定した状態から映像信号“１２８
”を５回入力し、再び映像信号“０”を入力した場合の応答波形図である。
【００７８】
【表２】
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　このように、表２によって補正された映像信号Ｇｎ’が現在の映像信号Ｇｎ以上の値で
あれば、表１によって補正された映像信号が適用される場合に比べて、映像信号が高い階
調から低い階調に変動する際に、対応輝度の変動による下降時間（falling time）が長く
なる。
【００７９】
　ここで、上昇時間（rising time）及び下降時間（falling time）は、規格化された輝
度変動に対して１０％から９０％に達する時間、及び９０％から１０％に達する時間と定
義する。両図面で、上昇時間は全てほぼ０．６フレームである。しかし、図５ａにおける
下降時間はほぼ０．３フレームであり、図５ｂにおける下降時間はほぼ０．６フレームで
ある。このような結果は、現在の映像信号の上位ビットが直前の映像信号の上位ビットよ
りも小さい場合において、表１と表２とのデータ差に起因するものである。
【００８０】
　液晶表示装置で、上記のようなパターンで映像信号を入力すれば、下降時間が上昇時間
に比べて一般に短い。特に、液晶表示板組立体３００が垂直配向方式であったり、パター
ン化された垂直配向（ＰＶＡ）方式である場合には、ますますその傾向が顕著である。
【００８１】
　ワイヤーフレームフリッカー現象は、図５ａに示したように、上昇時間及び下降時間が
不均一な場合に発生する。したがって、図５ｂに示したように、上昇時間及び下降時間が
同一な場合には発生しない。
【００８２】
　本発明によれば、直前の映像信号が現在の映像信号よりも大きい場合、現在の映像信号
値以上の値に現在の映像信号を補正するので下降時間が長くなる。特に、図５ｂのように
、輝度変動に対する上昇時間及び下降時間が同一であるように、図４の斜線の各区域にお
ける変数ｆの値を設定すれば、ワイヤーフレームフリッカー現象を防止することができる
。
【００８３】
　一方、現在の映像信号が直前の映像信号よりも大きければ、応答速度を向上させるため
に、現在の映像信号値以上の値に現在の映像信号を補正する。
【００８４】
　より具体的には、直前の映像信号の上位ビットが現在の映像信号の上位ビットより大き
ければ、前記現在の映像信号値以上の値に変数ｆの値を決定する。一方、直前の映像信号
の上位ビットが現在の映像信号の上位ビットよりも小さければ、現在の映像信号値以上の
値に変数ｆの値を決定する。
【００８５】
　次に、図６を参照して、本発明の実施例による映像信号補正動作をさらに具体的に説明
する。
【００８６】
　図６は本発明の実施例による映像信号補正部の内部ブロック図である。
【００８７】
　図６に示したように、本発明の実施例による映像信号補正部６５０は、信号受信機６１
、信号受信機６１に連結されたフレームメモリ６２、そして信号受信機６１及びフレーム
メモリ６２に連結された映像信号変換器６４を含む。
【００８８】
　映像信号変換器６４は、信号受信機６１及びフレームメモリ６２に連結されているルッ
クアップテーブル６４１、そして、入力がルックアップテーブル６４１と信号受信機６１
及びフレームメモリ６２とに連結され、出力が映像信号補正部６５０の出力である、演算
器６４３を含む。
【００８９】
　図６に示した映像信号補正部６５０の信号受信機６１は、信号源（図示せず）から映像
信号Ｇｍを受信し、映像信号補正部６５０が処理できる映像信号Ｇｎに変換する。信号受
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信機６１は、映像信号Ｇｎをフレームメモリ６２及び映像信号変換器６４に現在の映像信
号として供給するが、上位ビットＧｎ[７:５]及び下位ビットＧｎ[４:０]に分けて映像信
号変換器６４に供給する。
【００９０】
　フレームメモリ６２は、記憶されている直前の映像信号Ｇｎ-１を映像信号変換器６４
に供給し、信号受信機６１から伝送される現在の映像信号Ｇｎを直前の映像信号Ｇｎ-１

として記憶する。
【００９１】
　映像信号変換器６４は、信号受信機６１からの現在の映像信号Ｇｎ及びフレームメモリ
６２からの直前の映像信号Ｇｎ-１に基づいて、補正映像信号Ｇｎ’を求めた後、それを
出力する。
【００９２】
　信号受信機６１及びフレームメモリ６２から補正信号変換器６４に供給される映像信号
Ｇｎ、Ｇｎ-１は、上位ビットＧｎ[７:５]、Ｇｎ-１[７:５]及び下位ビットＧｎ[４:０]
、Ｇｎ-１[４:０]に分けられて別々に供給されるが、上位ビットＧｎ[７:５]、Ｇｎ-１[
７:５]はルックアップテーブル６４１に、下位ビットＧｎ[４:０]、Ｇｎ-１[４:０]は演
算器６４３に供給される。
【００９３】
　映像信号変換器６４のルックアップテーブル６４１には、前記説明のように、図４で各
区域の頂点に当たる場合、即ち現在のＬＳＢ及び直前のＬＳＢが全て０である場合の補正
映像信号によって決定される四つの変数ｆ、ｐ、ｑ、ｒが記憶されている。即ち、ルック
アップテーブル６４１は、８×８の各区域毎に映像信号補正のための変数ｆ、ｐ、ｑ、ｒ
の値を記憶し、同じ区域内では同じ変数の値を記憶する。
【００９４】
　映像信号のビット数が８ビットであり、ＭＳＢは３ビット、ＬＳＢは５ビットであるの
で、上記式（２）～（５）に適用すると、以下のようになる。
【００９５】
　上記式（２）に適用すると、下記式（７）となる。
ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）
＝Ｇｎ’（Ｇｎ[７:５]×２５、Ｇｎ－１[７:５]×２５）・・・（７）
　上記式（３）に適用すると、下記式（８）となる。
ｐ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（
Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）・・・（８）
　上記式（４）に適用すると、下記式（９）となる。
ｑ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ

[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]＋１）・・・（９）
　上記式（５）に適用すると、下記式（１０）となる。
ｒ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）＝ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ－１[７:５]＋１）
＋ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]）－ｆ（Ｇｎ[７:５]＋１、Ｇｎ－１[７:５]）
－ｆ（Ｇｎ[７:５]、Ｇｎ－１[７:５]＋１）・・・（１０）
　図４で、現在の映像信号Ｇｎ及び直前の映像信号Ｇｎ-１がＡ区域に属する場合、例え
ば現在の映像信号Ｇｎが８７＝０１０１０１１１であり、直前の映像信号Ｇｎ-１が１４
７＝１００１００１１であるとすれば、現在のＭＳＢ（Ｇｎ[７:５]）は０１０＝２であ
り、直前のＭＳＢ（Ｇｎ-１[７:５]）は１００＝４であり、現在のＬＳＢ（Ｇｎ[４:０]
）は１０１１１＝２３であり、直前のＬＳＢ（Ｇｎ-１[４:０]）は１００１１＝１９であ
る。したがって、表２によれば、変数ｆ、ｐ、ｑ、ｒの値は次の通りになる。
【００９６】
　変数ｆは、下記式（１１）となる。
ｆ（２、４）＝Ｇｎ’（Ｇｎ＝６４、Ｇｎ－１＝１２８）＝６７・・・（１１）
　変数ｐは、下記式（１２）となる。
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ｐ（２、４）＝ｆ（３、４）－ｆ（２、４）
＝Ｇｎ’（Ｇｎ＝９６、Ｇｎ－１＝１２８）－Ｇｎ’（Ｇｎ＝６４、Ｇｎ－１＝１２８）
＝９７－６７＝３０・・・（１２）
　変数ｑは、下記式（１３）となる。
ｑ（２、４）＝ｆ（２、４）－ｆ（２、５）
＝Ｇｎ’（Ｇｎ＝６４、Ｇｎ－１＝１２８）－Ｇｎ’（Ｇｎ＝６４、Ｇｎ－１＝１６０）
＝６７－６７＝０・・・（１３）
　変数ｒは、下記式（１４）となる。
ｒ（２、４）＝ｆ（３、５）＋ｆ（２、４）－ｆ（３、４）－ｆ（２、５）
＝Ｇｎ’（Ｇｎ＝９６、Ｇｎ－１＝１６０）＋Ｇｎ’（Ｇｎ＝６４、Ｇｎ－１＝１２８）
－Ｇｎ’（Ｇｎ＝９６、Ｇｎ－１＝１２８）－Ｇｎ’（Ｇｎ＝６４、Ｇｎ－１＝１６０）
＝９７＋６７－９７－６７＝０・・・（１４）
　ルックアップテーブル６４１は、このように直前のＭＳＢ及び現在のＭＳＢを基準に上
記のような値に記憶されている変数ｆ、ｐ、ｑ、ｒの値を取り出して演算器６４３に出力
する。
【００９７】
　演算器６４３は、変数、直前のＬＳＢ、及び現在のＬＳＢを用いて補正された映像信号
Ｇｎ’を下記式（１５）のように算出して、少数点以下は切り捨てまたは切り上げた後、
出力する。
Ｇｎ’＝ｆ＋ｐ×Ｇｎ[４:０]/２５－ｑ×Ｇｎ－１[４:０]／２５＋ｒ×Ｇｎ[４:０]×Ｇ

ｎ－１[４:０]／２１０

＝６７＋３０×２３／３２－０×１９／３２－０×２３×１９／１０２４
＝８８．５６２５・・・（１５）
　一方、本発明の実施例では、変数ｆは符号のない（unsigned）８ビットデータ、変数ｐ
、ｑ、及びｒは符号のある（signed）８ビットデータを割当てる。このように、変数に十
分に大きなビット数のデータを割当てると、実験または上記式によって求めた変数の値を
制約なくルックアップテーブルに記憶させることができる。これによって最適に補正され
た映像信号を算出することができる。
【００９８】
　以上で説明したように、本発明の実施例によって、直前の映像信号及び現在の映像信号
の上位ビットの３ビットを基準にしてルックアップテーブルを作成し、変数ｆは符号のな
い８ビットデータ、変数ｐ、ｑ、及びｒは符号のある８ビットデータを割当てると、各区
域毎に変数に割当られたデータ量は全て３２ビットとなる。したがって、ルックアップテ
ーブル６４１が記憶する全データ量は８×８×３２＝２，０４８ビットである。
【００９９】
　４ビットを基準に映像信号を補正する方法、即ち変数ｆが符号のない８ビット、変数ｐ
が符号のない６ビット、変数ｑが符号のない５ビット、変数ｒが符号のある５ビットデー
タであり、ビット数が８ビットであり、上位ビット及び下位ビットが各々４ビットである
映像信号を補正する方法と比較してみれば、この方法では、４ビットの上位ビットによっ
て区域が１６×１６に分けられ、各区域毎に変数に割当てられたデータ量は全部で２４ビ
ット（＝８＋６＋５＋５ビット）であるので、ルックアップテーブルが記憶すべき全デー
タ量は１６×１６×２４＝６，１４４ビットとなる。
【０１００】
　したがって、本発明におけるルックアップテーブル６４１が記憶するデータ量は、４ビ
ットを基準に映像信号を補正する方法におけるルックアップテーブルが記憶するデータ量
に比べて１／３水準になる。
【０１０１】
　そして、４ビットを基準に映像信号を補正する方法によれば、補間の基準となる補正映
像信号、即ち変数ｆの値を求めるために区域全体の数である１６×１６＝２５６回の実験
が必要であり、そのためには多くの時間と労力が必要である。ところが、本発明によって
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験だけですむので、時間と労力を節減することができる。
【０１０２】
　また、４ビットを基準に映像信号を補正する方法において、実験的に最適な映像信号を
得るとしても、ルックアップテーブル６４１の制限により変数ｐ、ｑ、ｒのビット数が制
限される。そのため、最適に補正された映像信号を実現することができないという問題が
ある。しかし、本発明によれば、変数ｐ、ｑ、ｒが各々符号のある８ビットに拡張され、
最適に補正された映像信号を算出することができるという長所がある。
【０１０３】
　本発明の実施例では、映像信号補正部６５０または映像信号変換器６４が信号制御部６
００の一部であるように示したが、信号制御部６００と分離されて別々に存在することも
できる。この時には、外部のグラフィック制御機の一部をなすこともできる。
【０１０４】
　結局、本発明による液晶表示装置では、直前の映像信号が現在の映像信号よりも大きい
場合、現在の映像信号値以上の値に現在の映像信号を補正することによってワイヤーフレ
ームフリッカー現象を防止することができる。また、映像信号の上位３ビットを基準にし
て変数に８ビットデータを割当てて映像信号を補正することによって、ルックアップテー
ブルの大きさを小さくすることができ、最適に補正された映像信号を実現することができ
る。
【０１０５】
　以上で本発明の好ましい実施例について説明したが、本発明の権利範囲はこれに限定さ
れず、特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の様々な変形及
び改良形態も本発明の権利範囲に属するものである。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】ワイヤーフレームを示す図面である。
【図２】本発明の一実施例による液晶表示装置のブロック図である。
【図３】本発明の一実施例による液晶表示装置の一画素の等価回路図である。
【図４】本発明の実施例による映像信号補正方式を説明する図面である。
【図５ａ】本発明の一実施例による補正された映像信号の応答波形図である。
【図５ｂ】本発明の他の実施例による補正された映像信号の応答波形図である。
【図６】本発明の実施例による映像信号補正部の内部ブロック図である。
【符号の説明】
【０１０７】
３００　液晶表示板組立体
４００　ゲート駆動部
５００　データ駆動部
６００　信号制御部
８００　階調電圧生成部
１９０　画素電極
２００　上部表示板
２７０　共通電極
６５０　映像信号補正部
６４３　演算器
６４１　ルックアップテーブル　
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